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「
す
べ
て
の
人
に
ブ
ド
ウ
栽

培
の
楽
し
さ
と
お
い
し
さ
を

届
け
た
い
」
と
優
し
い
笑
顔

が
輝
い
た
。

（
山
口
昭
彦
）

る
。農

園
に
は
福
祉
施
設
に
通

う
人
た
ち
も
、
草
ひ
き
な
ど

の
作
業
に
訪
れ
る
。
長
く
介

護
を
し
て
き
た
宮
さ
ん
。

た
の
は

代
の
と
き
。
三
木

市
の
「
南
畑
い
わ
み
農
園
」

で
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
。

介
護
の
合
間
に
経
験
す
る
ブ

ド
ウ
栽
培
の
楽
し
さ
、
ブ
ド

ウ
の
甘
さ
は
、
宮
さ
ん
の
疲

れ
を
癒
や
し
「
心
の
支
え
」

に
な
っ
た
と
い
う
。

三
木
市
に
移
住
し
ア
ル
バ

イ
ト
で
技
術
を
学
ん
で
、


歳
の
と
き
に
後
継
者
の
い
な

い
農
園
を
継
承
。
宮
さ
ん
の

生
き
方
に
共
感
す
る
夫
の
祐

介
さ
ん
と
と
も
に

㌃
の
ブ

ド
ウ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

【
兵
庫
】
三
木
市
は
、
特

産
農
産
物
の
生
食
用
ブ
ド
ウ

が
栽
培
面
積
で
県
内
最
大
級

を
誇
る
。
神
戸
市
出
身
の
宮

未み

来き

さ
ん(

)

は
、
こ
の
地

で
２
０
２
１
年
か
ら
ブ
ド
ウ

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。


代
の
こ
ろ
に
父
が
倒

れ
、
介
護
を
し
て
き
た
宮
さ

ん
が
ブ
ド
ウ
栽
培
と
出
合
っ

協
力
し
た
。
種
子
や
苗

の
手
配
・
日
々
の
栽
培

管
理
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
農
園

が
始
ま
っ
た
の
は
、
松

本
代
表
の
「
規
格
が
そ

ろ
っ
た
き
れ
い
な
野
菜

が
当
た
り
前
だ
と
思
わ

れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
。

従
業
員
や
お
客
さ
ま

に
、
農
業
体
験
や
収
穫

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
食

の
裏
側
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
想
い
が
き

っ
か
け
だ
。

大
西
取
締
役
は
「
企

業
側
は
自
社
農
園
の
野

菜
を
提
供
す
る
と
い
う
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
で
き
る
。
農

業
者
側
は
産
地
化
が
難
し
い

地
域
で
の
貸
農
園
事
業
は
安

定
収
入
に
つ
な
が
る
」
と
農

業
者
と
企
業
の
双
方
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
取
り
組
み
と
語

る
。

（
林
佑
一
郎
）

設
。
ト
レ
ビ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
年
間
で

10
品
目
の
有
機
野
菜
を
栽
培

し
、
各
店
舗
で
提
供
し
て
い

る
。農

園
の
開
設
に
は
、
八
尾

市
で
「
企
業
向
け
有
機
貸
農

園
事
業
」
を
行
う
㈱
東
山
ベ

ジ
フ
ル
の
大
西
諒
取
締
役
が

ル
）
の
松
本
達
也
代
表
は
、

４
年
前
に
約
６
㌃
の
自
社
農

園
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
農
園
を
開

【
大
阪
】
大
阪
市
で
７
店

舗
の
飲
食
店
を
経
営
す
る
㈱

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｕ

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ

ａ
ｌ
（
キ
ミ
ユ
グ
ロ
ー
バ

椎
茸

シ
イ
タ
ケ

原
木
栽
培
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
カ
フ
ェ
構
想
、
狩
猟
者
育

成
射
撃
場
、
太
陽
光
発
電
な

ど
で
多
用
途
活
用
を
図
る
。

福
知
山
市
農
業
委
員
会
の

藤
田
重
行
会
長
は
「
年
内
に

全
地
区
で
地
域
計
画
案
を
策

定
で
き
る
よ
う
に
、
中
六
人

部
な
ど
先
行
す
る
地
区
の
取

り
組
み
を
全
体
に
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
会
沢
仁
史
）

一
方
、
条
件
不
利
農
地
は

果
樹
園
（
栗
）
・
景
観
作
物

・
市
民
農
園
・
放
牧
な
ど
の

「
多
彩
な
粗
放
的
利
用
」
に

よ
り
保
全
し
て
い
く
。

ま
た
｢

将
来
は
維
持
困
難

な
８
区
域
（
30
㌶
）
」
に
つ

い
て
は
、
保
育
園
駐
車
場
、

農
地
と
中
山
間
な
ど
の
条
件

不
利
農
地
を
区
別
。
優
良
農

地
は
「
再
ほ
場
整
備
＋
地
域

ま
る
っ
と
中
間
管
理
方
式
の

構
築
」
で
担
い
手
を
中
心
に

集
約
化
し
、
水
稲
＋
小
麦
＋

小
豆
の
２
年
３
作
周
年
栽
培

な
ど
で
収
益
増
を
め
ざ
す
。

地
区
内
の
全
農
地
（
１
５
５

㌶
）
を
32
区
域
に
区
分
し
て

「
農
用
地
保
全
の
方
針
」
を

決
定
し
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
図
で

明
確
化
し
た
。

「
将
来
も
農
地
と
し
て
守

る
24
区
域
（
１
２
５
㌶
）
」

に
つ
い
て
は
、
平
場
の
優
良

【
京
都
】
福
知
山
市
中
六

人
部
地
区
で
は
、
地
域
計
画

策
定
に
向
け
て
「
将
来
の
農

地
保
全
の
あ
る
べ
き
姿
」
を

検
討
す
る
た
め
、
各
集
落
の

地
形
や
水
利
を
考
慮
し
て
６

ブ
ロ
ッ
ク
で
「
農
地
保
全
検

討
会
」
を
合
計
11
回
開
催
。

無
料
で
配
布
。
自
宅
で
の
試

飲
を
呼
び
か
け
、
後
日
考
案

し
た
商
品
名
を
支
所
に
届
け

て
も
ら
う
取
り
組
み
だ
。

商
品
名
の
募
集
は
10
月
末

ま
で
。
新
ビ
ー
ル
の
正
式
発

表
は
来
年
と
な
る
見
込
み
。

同
協
議
会
の
茶
原
敏
輝
事
務

局
長
は
「
後
か
ら
コ
ウ
ヤ
マ

キ
の
香
り
が
追
っ
て
く
る
よ

う
な
、
辛
口
好
き
な
ら
ご
く

ご
く
飲
め
て
し
ま
う
ビ
ー

ル
。
多
く
の
住
民
に
関
わ
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
の

想
い
が
込
も
っ
た
新
た
な
地

場
商
品
と
し
て
広
が
れ
ば
。

す
て
き
な
商
品
名
が
集
ま
っ

て
ほ
し
い｣

と
話
し
て
い
る


（
高
野
町
農
業
委
員
会
）

樹
の
地
元
産
コ
ウ
ヤ

マ
キ
を
使
用
し
た
新

た
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
の
商
品
化
を
め
ざ

し
、
住
民
に
新
ビ
ー

ル
の
試
作
品
を
配
布

し
、
商
品
名
を
募
集

し
て
い
る
。

同
町
富
貴
・
筒
香

地
区
で
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
８
月
26
日
か
ら
28
日
に

か
け
て
、
住
民
約
２
３
０
世

帯
を
対
象
に
、
役
場
支
所
で

70
本
の
ビ
ー
ル
を
先
着
順
に

【
和
歌
山
】
町
や

関
係
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
高
野
町
ク
ラ

フ
ト
般
若
協
議
会
（
会
長
＝

平
野
嘉
也
町
長
）
は
、
針
葉

岡
田
さ
ん
は
「
未
経
験
の

こ
と
ば
か
り
だ
が
、
特
に
同

じ
地
区
を
担
当
す
る
中
井
啓

二
会
長
か
ら
、
地
域
の
こ
と

や
農
地
法
な
ど
委
員
活
動
に

欠
か
せ
な
い
こ
と
を
教
わ

り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る｣

と
話
す
。

（
木
村
将
史
）

化
推
進
委
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー

の
講
師
を
買
っ
て
出
た
り
、

相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

内
容
を
聞
い
て
興
味
を
持
っ

た
。
中
で
も
農
業
委
員
会
が

農
地
の
番
人
と
し
て
、
農
地

を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
に
惹ひ

か
れ
て
、
自
分
も

携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
立
候
補
し
た
。

相
続
や
納
税
猶
予
が
絡
む

総
会
案
件
で
意
見
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

総
会
後
に
は
、
農
地
の
相
続

税
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

状
を
移
住
し
て
か
ら
感
じ
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な

中
、
税
理
士
で
前
任
の
中
立

委
員
か
ら
農
業
委
員
の
仕
事

【
奈
良
】
生
駒
市
で
農
業

委
員
を
務
め
る
岡
田
啓よ

し

秀ひ
で

さ

ん
（

）
は
、
５
年
前
に
県

外
か
ら
移
住
し
、
税
理
士
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
昨
年
７

月
、
中
立
委
員
の
農
業
委
員

に
就
任
し
た
。

自
宅
周
辺
は
市
街
化
が
進

み
、
農
地
が
減
っ
て
い
る
現

▷26

生
駒
市

岡
田
啓
秀
さ
ん

生
駒
市

岡
田
啓
秀
さ
ん

地
域
の
農
地
守
る
中
立
委
員

税
理
士
と
し
て
税
制
度
セ
ミ
ナ
ー
講
師
も

栽
培
作
物
に
高

い
評
価
を
得
た

と
き
は
、
や
り

が
い
を
感
じ

る
。
今
後
は
、

作
業
の
効
率
ア

ッ
プ
や
コ
ス
ト

の
削
減
を
図

り
、
も
っ
と
自

由
な
時
間
を
作
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
農
業

を
め
ざ
す
人
は
、
実
際
に
就

農
し
た
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
み
て
ど
う
な
の
か
を
よ
く

考
え
て
、
挫く

じ

け
ず
に
進
ん
で

ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ

た
。

（
中
野
剛
）

県
に
相
談
し
て
、
県
農
大
就

農
課
に
入
学
し
、
卒
業
後
に

キ
ク
や
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
花

き
と
露
地
野
菜
（
白
ネ
ギ
）

で
新
規
就
農
し
た
。

橋
本
さ
ん
は
「
自
分
の
思

い
通
り
の
結
果

が
出
た
と
き
や

【
滋
賀
】
甲
賀
市
甲
南
町

の
農
園
を
訪
ね
る
と
爽
や
か

な
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
２
０
２
２
年
４
月
、
花

き
と
露
地
野
菜
栽
培
で
新
規

就
農
し
た
橋
本

圭
一
さ
ん(

38)

だ
。農

業
の
知
識
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

だ
っ
た
が
、
転
職
を
考
え
て

い
た
折
、
地
域
へ
の
思
い

や
、
周
囲
の
勧
め
も
あ
り
今

し
か
な
い
と
、
16
年
間
勤
務

し
た
職
場
を
退
職
。
Ｊ
Ａ
や

甲
賀
市

橋
本
圭
一
さ
ん

甲
賀
市

橋
本
圭
一
さ
ん

今
し
か
な
い
と
農
業
に
転
身

花
き･

露
地
野
菜
で
新
規
就
農

「自分ができる範囲で地域

の農地を守っていきたい」

と意気込む岡田さん

多彩な粗放的利用で保全多彩な粗放的利用で保全
福知山市
中六人部 優良農地はまるっと中間管理方式

条
件
不
利
農
地
は
果
樹
園･

景
観
作
物･

市
民
農
園･

放
牧

有
機
野
菜

自
社
農
園
で
栽
培

大
阪
市

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
農
園

大
阪
市

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｕ
農
園

貸
農
園
で
体
験
イ
ベ
ン
ト
提
供

左
か
ら
大
西
取
締
役
、
松
本
代

表
、
従
業
員
の
藤
原
巴
瑠
花
さ
ん

中六人部地区の農用地保全の方針（ゾーニング図）

“希望を与えてくれたブ

ドウ”を見上げる宮さん

ブ
ド
ウ
栽
培
の
楽
し
さ･

お
い
し
さ
伝
え

ブ
ド
ウ
栽
培
の
楽
し
さ･

お
い
し
さ
伝
え

三

木

市

宮
未
来
さ
ん

経
営
継
承
し
移
住
就
農

三

木

市

宮
未
来
さ
ん

経
営
継
承
し
移
住
就
農

三

木

市

宮
未
来
さ
ん

経
営
継
承
し
移
住
就
農

｢コウヤマキ｣をクラフトビールに

高
野
町

試
作
品
配
布
し
商
品
名
を
募
集

役
場
支
所
で
ビ
ー
ル

を
受
け
取
る
住
民
ら

ハ
ウ
ス
で
キ

ク
を
栽
培
す

る
橋
本
さ
ん
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